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 やる気スイッチ，ってあるの？ 

多治見市立池田小学校 校長 小嶋 泉 
 

「知るは楽しみなりと申しまして・・・」鈴

木健二アナウンサーの名調子から始まるＮＨ

Ｋクイズ面白ゼミナールという番組が 30 年以

前にあった。（昔々の話ですみません。）現代で

は、多くの人が知らないことを知っていること

を「ハナタカ」などと言うようだ。知るとは学

ぶことである。「学ぶことが好きな子」になっ

てほしいと思う。変化が大きく未来の予測のつ

かない現代だからこそ、将来にわたって自ら学

ぶことを楽しみながら生きていく人になって

ほしい。 

私は読書好きな方であった。本を読むことの

楽しさから、さらに新しい情報を得ることの楽

しさを知った。これは個人的な営みであった。

授業ではこんな思い出がある。 

理科の電気の学習だったと思う。繰り返し先

生は説明してくださるのだが、どうしてもわか

らなくてほとほと困ったことがある。そのとき

近くの友達が説明してくれて「わかった」こと

がある。同じようなことが、算数の面積の学習

でもあった。先生に繰り返し説明していただい

てもわからないことが悲しくて、ひどくつらい

思いをした。しかし、友達の一言二言ですっと

分かった時には本当に嬉しかった。 

鉄棒の蹴上がりは、多くの仲間ができるよう

になる中で自分もできるようになりたいと思

って練習したのだが、なかなかできなかった。

できるようになった友達が、蹴る方向や手の返

しなどを教えてくれて、そのアドバイスのとお 

りにしようと努力した。           

 

 

 

1～2 週間かかってやっと 

蹴上がりができるようにな

ったと記憶している。この

とき友達のアドバイスは本

当に嬉しかった。 

「わかった、できた」という喜びはとても大き

い。その喜びをすべての児童生徒が味わうこと

ができるように、教師と子ども、そして、仲間

とともに行うことができるようになれば、とも

に高まり合う授業になっていくのではないか。 

 しかし、それだけで学習が好きになるという

ことではないと思う。学習の楽しさや面白さは、

わかることやできるようになったことだけで

はない。わからないことをわかるようになろう

と、仲間に尋ねたり辞書や辞典で調べたりする

などの努力すること、できないことをできるよ

うになろうと繰り返し練習することの中にも

あると思う。 

例えば、宇宙のことや天体のことなど、よく

わからないことだが、心躍らせるような魅力が

ある。動物や恐竜などの図鑑を夢中になって読

んでいる子どもは多い。難しい問題にクイズを

解くような感覚で楽しくチャレンジしている

子どもの姿を算数の時間によく見かける。手の

豆がつぶれるまで鉄棒につかまって逆上がり

の練習をする子どももいる。 

 それは、もっと知りたい、もっとうまくなり

たい、という知的好奇心や向上心なのだと思う。

こういう思いを抱かせる私たちの授業や日々

の営みが「やる気スイッチ」なのだと思う。 
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２０１６ 夏休み得意セミナー 

・教師塾セミナーから 

 夏休み得意セミナーのひとつに「親子で体験 

野焼き教室」があります。このセミナーは、「つ

くる→焼く→完成」の過程のすべてを親子で体

験する、焼き物のまち多治見市ならではの講座

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の手で作り上げた世界でひとつの作品

を野焼き窯から取り出したときの参加者の笑

顔は本当にステキでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加された保護者の感想を紹介します。 

子どもにとっても親にとっても初めての 

体験でした。こういった機会はまずないの 

で体験できたことが人生を豊かにしてくれ 

ると思いました。また、廃棄物も一切出さ 

ないと聞いたときは驚きました。環境にも 

優しい野焼き教室は、これからもたくさん 

の人に体験してもらうべきと思うくらい良 

い体験をさせていただきました。 

 

今年の夏休み得意セミナーは、講座数１７、

申込み総数１４０９名、受講者数４９７名、講

師数のべ６７名で実施しました。申込み数は、

年々増加傾向にあります。今後もこのセミナー

を継続することで、子どもたちが自分の興味や

関心のあることを体験したり、得意なことを伸

ばしたりする一助になるよう願っています。 

 

今年度も教師塾セミナーを開催しました。 

できるだけ、幼稚園、小学校、中学校の教員

のニーズに応じた講座を開催するように努め

ています。新しく開催した講座に「新聞って、

おもしろいね！」（総合的な学習）があります。 

新聞を見る視点について、実践を交えた講義

でわかりやすく、学校で活用する方法がよくわ

かりとても参考になりました。 

また、「ｉＰａｄを使って、一味違った授業

にしよう！」という新講座でも、授業での効果

的な活用方法について研修することができま

した。 

教師塾セミナー全体では、２２名の方に講師

を依頼し、１５の講座を開設しました。そして、

受講者総数は２３０名でした。受講後のアンケ

ート結果では、ほとんどの方から「大変よかっ

た」「よかった」という回答が得られています。

こうした結果は、講師を引き受けていただいた

先生方の見識と綿密な事前の準備のおかげで

す。 

今後、教師塾セミナーへの参加方法などにつ

いて、夏休み中に実施されるすべての研修会を

踏まえながら検討したいと考えます。 
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９月は、多くの申込者があった６月の講座

「美濃焼名人になろう」を再開催しました。

昨年から数えると４回目となりましたが、多

くの申込があり、その中から３６人の子ども

たちが、美濃焼を学びました。 

会場は、多治見市美濃焼ミュージアムと多

治見市陶磁器意匠研究所の二ヶ所。それぞれ

の職員の方々に先生になっていただき、見学

したり、作陶をしたりしました。人間国宝の

手による器でお茶をいただいた子や初めてろ

くろで作陶をした子もいます。今回も普段は

見られない施設も見せてもらいました。多治

見ならではの体験ができたと思います。 

１０月は、感謝と挑戦のＴＹＫ体育館での

スポーツ体験｢チャレンジスポーツ｣でした。

スポーツ振興に尽力されている多治見市の連

盟・協会の方々にご協力をいただき、８４名

の参加者が初めての競技やあまりしたことの

ない競技に挑戦しました。 

 

 

今回、指導してもらったスポーツは、ソフ

トテニス、陸上競技、卓球、バドミントンの

４競技です。参加者は、この中から希望する

２競技にチャレンジしました。 

保護者からは、「『「楽しかった！』とにこに

こで帰ってきました。」、「スポーツが苦手な部

分がありましたが、丁寧に、かつ、楽しく教

えていただき感謝しています。」などの感想を

もらいました。短い時間でしたが、子どもた

ちは、手本を見せてもらったり、基礎を教え

てもらったりして楽しい時間を過ごすことが

できました。多治見で競技スポーツに取り組

んでおられる方々に直に接し、これまで以上

にスポーツを身近に感じることができたので

はないかと思います。 

１１月は、多治見ロータリークラブの方々

に講師になっていただき、「多治見ふるさとし

ごと塾」を行いました。１時間目は「タイル

アート」の下絵づくり、２時間目は、「しごと

体験」、三時間目は、多治見市出身のシンガー

ソングライター佐藤梓さんのミニコンサート

で、歌を聞いたりみんなで歌を作ったりしま

した。 

２時間目の「しごと体験」には、建築士、

鉄工所、弁護士、ケーキ職人などの他に、今

年新たに陶芸家、水道屋、警備会社、電気工

事屋、美容院、電力会社が加わりました。 

参加者からは、「今日、ケーキの作り方を教

えてもらって先生のお手本を見て、とてもす

ごいと思いました。ぼくもいつか先生たちみ

たいになりたいです。」、「建設業の先生が自分

の通っている学校を作ったという事を聞いて

土曜学習「わがまち多治見大好き講座」 
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とてもびっくりしました。将来は建築士にな

りたいのでとても勉強になりました。」などの 

感想が届いています。 

この「多治見ふるさとしごと塾」は、ふる

さと多治見で頑張っておられる方々にふれ、

多治見への愛着を深められるように、希望を

もち将来の夢を大きくえがけるようにと願い

企画したものです。参加者からこうした感想

が届き、大変嬉しく感じています。 

また、９月も１０月も１１月も、中学生ボ 

ランティアを募集し、ボランティアの生徒に

受付やグループの引率・片づけなどを頼みま

した。おかげで安心して円滑に講座を運営す

ることができました。知らない人たちの中で

の勉強になるため、緊張しながらやってくる

子にとっては、ボランティア中学生たちの優

しい心配りが大きな助けとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の募集も残り二講座となりました。

今後も、講師の先生方をはじめ、各学校にも

ご協力をいただきながら進めていきたいと思

います。よろしくお願いします。 

 
 

平成２８年度 
多治見市新規採用栄養教諭・養護教諭の紹介 

 
 
 

 
食から子どもの成長を願って 

北栄小学校 渡邉紀子 
 
日々、おいしく、安全・安心な給

食が提供できるよう緊張感をもっ
て給食管理を行っています。そんな
毎日の中、子どもの様子を見られる

距離で仕事ができる喜びを感じています。 

北栄小学校では、「自分がステキって思える子に
なろう」を合言葉に、ほめて育てることを大切にし
ています。振り返ってみると、給食時間に訪問する
中で、マナーの悪い子や小食・偏食が多い子などに
目がいき、注意をすることが多くありました。この
学校に赴任して、注意するばかりではなく、子ども
のステキな部分をみつけられるように心がけてい
ます。そのために、子どもと関われる給食時間を大
切にし、小さな成長でもみられた時は、ほめて認め
られるようにしています。 

栄養教諭の仕事は子ども達の今の健康を支える
だけでなく、将来にわたる健康な食生活を支える上
で重要な役割を担っていると感じています。これか
らも責任感をもち、子ども達の将来を見据えほめて
育てる指導ができるよう努力していきます。 

 

児童の心と体を守る 

養護教諭を目指して 

滝呂小学校 加藤三保子 

 

「児童の心と体を守る養護教諭
になりたい。」その志をもって、憧

れの養護教諭として働き始めて半年が経ちまし
た。健康診断や来室者対応など、児童の心と体を守
るためにはこんなにもたくさんの仕事、スキル、心
遣いが必要なのだと改めて責任の重さを実感する
日々です。 

怪我や病気、保護者への対応については、管理職
の先生方が的確な指示をくださるので、徐々に自
信もついてきました。また、初任者指導の先生もと
ても丁寧に指導してくださるので、保護者や児童、
先生方から信頼を得られる養護教諭となるために
すべきことが明確に見えるようになってきまし
た。それはすべて先生方のお力添えがあってのこ
とだと感謝していますし、私がその御指導をきち
んと自分のものにしていき、目指す養護教諭とな
ることが恩返しだと思っています。 

「児童の心と体を守る。」それがしっかりできる
養護教諭を目指し、これからも児童の痛みに寄り
添い、少しでも和らげられるよう、頑張りたいと思
います。 

栄養教諭・養護教諭として 
歩み始めて 
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１０月２１日に、習慣向上学習指導研修会が

ありました。今回の研修は、幼稚園・保育園と

小学校との接続、小学校と中学校の接続を充実

させることに重点を置き、学習習慣の向上とい

う柱から、園、小学校、中学校のつながりをつ

くることを考えました。小学校担当者は、養正

幼稚園で年長クラスの「いきいき遊び」を参観

し、中学校担当者は精華小学校の６年生の「脳

活」を参観しました。活動の参観後、小学校１

年生の導入期に「いきいき遊び」の教材を取り

入れることや、中学校１年生において、「スキ

ルアップ学習」に小学校の学習内容を取り入れ

ることについて話し合いました。 

小学校担当者会で話題になったことを紹介

します。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

就学前の園での「いきいき遊び」の取組状況

を知ることから始まりであることを確認しま

した。入学してくる子どもたちの経験を知り、

子どもたちの中にある経験を生かすこと、経験

には差はあるけれど、子どもたちがもっている

経験を広げていくことを進めていきたいと考

えます。 

 校内の引継ぎについては、「脳活」について

の校内研修がカギになると思います。年度初め

に「脳活」のねらいと、「いきいき遊び」「脳活」

を通して子どもたちの成長をつなぐことを共

通理解して進めていくとよいと思います。 

 

次に、中学校担当者会で話題になったことを

紹介します。中学校１年生の４～５月に実施で

きるとよい内容を検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

スピード・リズム・タイミングを大切にしな

がら、これまでに学習した内容（上記にある内

容）を復習することで、中１のスタートからす

ぐに、継続して学習姿勢と基礎学力の定着を図

ることができると考えます。  

意見交流の中で、スキルアップの時間の保障

について話題になりました。現在、朝の帯の時

間で全校一斉に実施をしている学校と、教科の

時間の中で実施している学校があります。 

小学校、中学校ともに、「脳活」「スキルアッ

プ学習」の時間をつくり出し、取組を進めてい

ます。各園では、「いきいき遊び」を通して、

子どもたちを褒め、楽しさの中で、学びに向か

う姿勢を養う努力を続けています。 

こうした各ライフステージでの子どもたち

の学びと、先生方の努力を「接続」させていき

たいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいき遊び、脳活、スキルアップ学習をつないで 

○中学校１年生４～５月に実施できるとよい 

スキルアップ学習の内容 

（国語科）漢字の読み，ことわざ，四字熟語等 

（数学科）四則計算 

（理科） 実験器具の名称，既習事項 

（社会科）国旗と国名，地図と国名 

     年号と出来事，写真と人名 

（英語科）日常生活の動作の英語表現 

      

 

○小学校へ向けて準備をしていることを知

り，小学校が丁寧に引継ぎをしていかなけ

ればならないと感じた。 

○園で使っている教材を工夫していけば小学

校でも使っていけると感じた。 

●複数の園から就学するため，経験している

子とそうでない子の差が生じる。 

●１年生担当者が誰になるか分からない。校

内での引継ぎの仕方を工夫しなければなら

ない。     （○はよさ，●は課題） 

 

後ろ姿ですが，年長の

子どもたちの視線が、

カードに集まっている

ことが分かります。 

６年生の「脳

活」の様子で

す。集中して

います。 
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毎年１１月２０日を「たじみ子どもの権利の

日」としてその付近日に授業実践等啓発活動を

お願いしています。 

 この授業実践については、平成１９年度課題

別検討委員会「子どもの権利に関する条例」推

進委員会から指導案・学習プリント等が提案さ

れ、それに基づいた実践が積み重ねられていま

す。 

 今年度も、子どもたちが、安心して、自分ら

しく、生き生きと生活できるように、各校で「た

じみ子どもの権利の日」に関する取組を行いま

した。 

 各学校から提出していただいた実施アンケ

ートと児童生徒の学習の足跡をもとに、平成２

８年の実践を紹介します。 

 人権教育主任の先生を中心に進めてくださ

った各校の取組の様子は、次の通りです。 

［各校の取組の様子］ 

・全クラスが道徳、特別活動の授業を行った。 

・全校集会や全校放送等で、「あったかい言葉

かけ」について紹介した。 

・朝の会や帰りの会で紹介した。 

また、参観日に、「たじみ子どもの権利の日」

に係る授業を行うことで、保護者にも「たじみ

子どもの権利」の啓発を進めている学校もあり

ました。 

学習で取り扱った内容としては、次に示すも

のがありました。 

［学習で取り扱った内容］ 

・子ども権利の日に係る指導資料、指導案を活

用した。 

・人権に係る道徳の資料を使用した。 

・行事と係らせて、男女分け隔てなく、誰とで

も楽しもうとする意識をもたせた。 

・「多治見市子どもの権利」に関する条例につ

いて考える時間とし、自分や自分の周りの人 

との関係を見つめさせ、考えを書くことがで

きるように学習プリントを工夫して授業を

進めた。 

・特別支援学級では、日常生活の中におけるト

ラブルを考えることを通して、お互いに優し

い心で接することの大切さについて触れた。 

 発達段階に応じて、児童生徒の実態に応じて、

たのしく暮らす、じぶんを大切にする、みんな

と仲良くする心と態度を育てる取組を進めて

いました。 

 この取組の中で、児童生徒が次のような感想

を残しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分に合った学びの場を選ぶことができる

ことが安心して生活していることにつながっ

ているという生徒の声もありました。 

 先生方からの意見も抜粋して紹介します。 

・仲間や自分を大切にするためにすべきこと

を考えることができた。 

・言語環境の乱れが気になる。家庭、地域も巻

き込み、豊かで温かみのある言語環境の中で

生活できるようにしなければいけない。 

 これからも、人権感覚を研ぎ澄ませ、互いに

安心して自分らしく生きられるような環境を

整えていきたいものです。 

「たじみ子ども権利の日」の実践から 

 今日の勉強では，自分を大切にすることに

よって友達を大切にできることがあるので，

これからは守っていきたいです。また，たじ

み子ども権利の日は，１日しかないけれども，

毎日まもっていかないと学校，家族がよくな

らないので，毎日○た○じ○みをまもりたいです。 

               （小学生） 

 子ども権利の日は，子ども一人一人が，自

分らしく生き，安心して住める町にするため

にあることが分かりました。未来の大人であ

る私たちのために，この日がつくられたのだ

と思います。よりよい町にするために，周り

の人に優しくしたいです。  （中学生） 

               （中学生） 


